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◆溝口病院麻酔科の紹介

帝京大学医学部附属溝口病院（以下溝口病院）麻酔科は帝京大学本院
（板橋）とは独立した医局として、東京大学、横浜市立大学、埼玉医科大
学国際医療センターなどの麻酔科と人事交流をしながら運営されてきま
した。これまで大村昭人先生（元・帝京大学医学部長、元・医療技術学部
長）、工藤一大先生（元・国立医療機構横浜医療センター副院長）、安藤
富男先生（現・溝口病院常勤客員教授）が教授・科長を務めてこられまし
た。
長年にわたり医療機器メーカーと連携して研究活動を行っており、人工
鼻や呼吸器監視装置の開発実績があります。現在も工学系アドバイ
ザーとともに行う実験や研究が進行中です。臨床研究やEBM研究も継続
して行っているので、学位取得を希望する場合も経験豊富な上級医が
バックアップします。



◆主な教員スタッフの紹介

教授 丸山晃一 １９９０年 山形大学医学部卒業
＜専門分野＞ 気道確保法、心肺蘇生法
＜関心領域＞ 気道確保デバイス、カフ圧の気道への影響、EBM研究、

医療機器開発

准教授 平林 剛 １９９３年 山梨医科大学卒業
＜専門分野＞ 麻酔器、呼吸管理
＜関心領域＞ 新しい呼吸モード、呼吸モニターの開発

人工鼻、加温加湿器の改良

常勤客員教授
安藤富男 １９８０年 横浜市立大学医学部卒業
＜専門分野＞ 神経麻酔科学、麻酔と長期予後
＜関心領域＞ 麻酔薬の幼若神経に対する作用、医療機器開発



◆研究テーマの紹介

①人工呼吸モードに関する研究
新しい呼吸モードが肺機能に与える影響を探求する臨床研究。

②人工鼻に関する研究
加温・加湿効率の良い人工鼻の開発や人工鼻の設置方法、換気条件が

人工鼻機能に与える影響等に関する研究。工学系アドバイザーとともに
基礎実験や研究を行う。

③EBM研究
身近なクリニカルクエスチョンを、メタアナリシス手法を用いて探索する研
究

④新規医療機器の開発に関する研究

人工呼吸器や麻酔器とそれらの付属機器の開発や普及方法に関する研
究。民間企業との共同研究。
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ご興味のある方の連絡、見学を歓迎します。


